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ずれも工程数は 30 段階をこえている。そこで今回、Diels-Alder(DA)反応を鍵とした TTX の効率的全合
成に取り組み、含窒素 4 級炭素を含む TTX の全ての炭素骨格を満足する鍵中間体の合成に成功した。 













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
テトロドトキシン(TTX)は複雑な化学構造と特異な生物活性を有する天然有機化合物である。天然物合
成の中でも最高難度の標的化合物である。これまでに数多くの合成化学者が全合成を試みているが、成功
例はわずかであり、いずれも総工程数は 30 を超える多段階合成であった。 
本論文では、合成工程数の大幅な短縮を可能にする TTX 全合成への試みが述べられている。鍵反応と
して含窒素電子不足オレフィンとフランとの Diels-Alder 反応(DA 反応)が想定され、デヒドロアスパラギ




る。DA 反応生成物は、含窒素 4 級炭素中心の構築からオキサビシクロ環の開環反応を経て、TTX の高度
な酸化段階を満足するシクロヘキセン体へとわずか 10 段階で導かれた。これにより、短段階全合成への
道筋が切り開かれた。 
本論文に示された研究内容は有機合成化学・天然物合成化学の発展に寄与するものである。よって、博
士（理学）の学位に値するものと審査した。 
